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●摂食・嚥下障害の有無を判断するポイント

①食べ物が飲み込みにくくなる。

②食事時間が長くなる。

③むせやすい物や硬い物を避け、食事に偏りがみられる。

④口から食べ物がこぼれる。

⑤長時間口に食べ物をため込んでなかなか飲み込めない。食後、食べ物が口の中に残って

いる。

⑥上を向いて飲み込む。

⑦特定の物（水分など）でむせる。

⑧食事中にむせが多くみられる。

⑨食事中や食後に咳き込む。

⑩食事中や食後に声がかすれる。
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